
～ 令和8年　2月　20日

（対象者数）
6名

（回答者数）
5名

～ 令和8年　2月　20日

（対象者数）
5名

（回答者数）
5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・一人ひとりの興味・関心に合わせた活動を増やしていく。また、

家庭と事業所での経験をつなぎ、お子さまの意欲を育んでいく。

・職員で情報を共有し、きめ細やかな支援を行っていく。

・引き続き、お子さま同士の関わりや協力の場を大切にしていく。

2

・緊急性の高い相談にも円滑に対応できるよう、対応手順や連絡体

制を明確にしていく。

・保護者様アンケート等を実施後、意見や要望を支援内容や運営改

善に反映させていく。

・保護者様同士が安心して交流できる機会（保護者会や交流会等）

を検討し、つながりを支える取り組みを行っていく。

3

・医療と保育の連携をさらに深めるため、定期的なケース会議を実

施し、専門的視点の共有と支援の質の向上を図っていく。

・外部研修や専門機関との連携を取り入れ、医療的ケアや発達支援

に関する知識を学ぶ機会を増やしていく。

・ヒヤリハット事例を共有・分析し、事故予防や安全管理のさらな

る強化につなげていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・生活空間や活動スペースの使い方を見直しながら、定期的に環境

を振り返り、安心して過ごせる空間づくりを進める

・視覚的な提示や表示方法について共通の工夫を取り入れ、子ども

たちにとってより分かりやすい情報環境づくりを進めていく。

2

・各種訓練などを実施した際、写真等を活用して保護者様に報告す

る。

・マニュアルの内容を、保護者様が理解しやすい形でまとめる。

・保護者様向けの説明会や個別面談の際に、マニュアルの重要ポイ

ントを分かりやすく紹介していく。

3

一人ひとりのペースや気持ちを大切にし、安心して過ごせる時間を提

供しています。遊びや学びを通して、笑顔で成長できる環境づくりに

力を入れていること。

・お子さま一人ひとりに合わせた声かけや活動を工夫し、

お子さま同士や職員とのコミュニケーションを大切にしながら、笑顔

で安心できる環境づくりを大切にしている。

・おこさまが主体的に取り組めるよう、保護者様と連携して興味・関

心を支援している。

日々の様子や思いを丁寧に共有し、家庭との信頼関係を大切にしてい

ます。保護者の方も安心してお子さまを預けられるよう心がけている

こと。

・日々の連絡帳や面談を通して、お子さまの様子や思いを丁寧に共有

し、家庭との信頼関係を大切にしている。

・お子さまの成長や小さな変化も積極的に伝え、保護者様と喜びを共

有しながら前向きな関係づくりを意識している。

・保護者様が安心して悩みや不安を相談できるよう、開かれた雰囲気

づくりと丁寧な傾聴を心がけている。

看護師・保育士が常駐する環境の中、それぞれの特性に応じたサポー

トを行い、子どもたちが安全で楽しく過ごせる場を整えていること。

・医療的視点と保育的視点の両面からお子さまを見守り、安全で安心

できる環境づくりを整えている。

・緊急時にも落ち着いて対応できるよう、さまざまな状況を想定した

シミュレーションや研修を定期的に実施し、職員全体で知識・技術の

向上に努めている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

生活空間や設備の構造化やバリアフリー化、情報伝達の工夫をさらに

進め、よりわかりやすく快適な環境づくりを行っていくこと。

・生活空間や活動スペースの有効活用が十分でなく、子どもたちがよ

り快適に過ごせる環境づくりに改善の余地がある。

・情報伝達の工夫（視覚的提示や表示方法等）が統一されておらず、

分かりやすさの面で課題がある。

事故防止や緊急時対応、防犯・感染症対応などのマニュアルは整備さ

れているものの、保護者様への周知等が不十分なこと。

・マニュアルは整備されているが、実際の対応を確認する訓練の機会

が十分でない。

・保護者様への周知や説明の仕組みがまだ十分に整っていない。

令和8年　2月　2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　3月　3日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 おれんじキッズ＆児童デイサービスアニマートさのなみき

○保護者評価実施期間
令和8年　2月　2日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


